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２．重症心不全部の特徴
　重症心不全治療部は循環器センターの一部門として、
従来の内科治療や外科治療では救命できない重篤な心不
全患者に対し、体外型、および体内植え込み型補助人工
心臓 （VAD: ventricular assist device）を導入し治療にあ
たっている。循環器科医師、心臓外科医師、精神科医
師、看護師、臨床工学士、薬剤師、栄養士、臨床心理
士、ケースワーカーなど多くの職種が協力してチームと
して診療に携わっており、人工心臓治療のみならず、心
臓移植対象患者の適応評価、移植待機中の外来管理等も
担当している。
⃝認定施設
　認定植込型補助人工心臓実施施設
⃝認定医
　植込型補助人工心臓実施医 ：川人宏次、相澤啓

３．診療実績・クリニカルインディケーター
　３－１）補助人工心臓　手術実施症例

症例 診断 デバイス種類 予後

75歳男性 虚血性心筋症 体外設置型 生存
（入院中）

58歳男性 拡張型心筋症 体内植込型 生存
（軽快退院）

　2016年３月に当院第２例目の埋込型補助人工心臓手
術を施行した。術後経過は良好で現在自宅で人工心臓補
助を継続しながら移植待機中である。

　３－２）日本臓器移植ネットワーク移植希望者登録　
　　　　　２例

　３－３）体内植込型補助人工心臓患者外来管理　２例

４．2017年の目標・事業計画等
　植込型補助人工心臓実施認定施設は全国でも40施設
しかなく多くは大都市圏に偏在している。当科は北関東
で数少ない植込型補助人工心臓治療を行う施設の一つと
して診療にあたりたい。
　また、１）PCPS（経皮的心肺補助システム）をもっ
てしても救命できない重症心不全患者に対する次なる治
療戦略として体外設置型補助人工心臓治療を位置付け、
治療成績向上をはかること、２）末期心筋症患者に対す
る心臓移植へのブリッジとして植込型補助人工心臓の良
好な治療成績を維持すること、３）来たるべき補助人工
心臓の永久使用（Destination Therapy）に対し準備を行
うこと、を目標としたい。
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